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1　はじめに
　明治大学商学部現代GPプロジェクト6は，「空き店舗事業によるマーケティング教育の実践」
と題され，千代田区内にある空き店舗を利用して商店を運営し，その運営を学生に実際におこな
わせることで，マーケティングや店舗経営の実践を学ばせることを目的としている。ただし，そ
れは単なる店舗経営ではない。現代GPの趣旨が千代田区を中心とした広域地域連携にあるため，
店舗の性格はそうした地域を振興するものである必要がある。単なる流行ものやアイデア商品を
販売するのではなく，千代田区の住民がその店舗の活動を支持するとともに，地域振興を願う地
方自治体とその住民がその店舗に夢を託し，その活動を支援するような店舗でなければならない。
　学生はその店舗を経営することで千代田区の住民との交流をはかり，千代田区の抱える問題を
認識するとともに，その店舗で地域を振興する物産の販売や地域情報を発信することにより，地
域の抱える問題を理解し，地域との交流も深まる。学生の活動が接着剤となり，地域と地域を結
びつける道ができあがる。これこそまさに，学生と地域の人々との連携を重視し，「大学の教育
力」が地域社会に貢献すると同時に「地域の教育力」で学生を育てるという相互関係の実現を目
的とする商学部現代GPの理念の実践である。以下，2年間の活動を報告する。
☆　明治大学商学部助教授
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ll　2005年度活動報告
2005年度の活動経過は以下のとおりである。
2005年11月17日　三浦市経営政策室　石川博英氏と面談
　　　12月27日　三浦市役所にて，三浦市長・助役・三浦市東京支店関係諸氏と面談
　　　12月28日～
　　　　　　　　千代田区神田周辺にて空き店舗調査
2006年3月16日～17日
　　　　　　　　熊澤ゼミ3年生による三浦視察
　2005年度の活動は，協力自治体の選定と千代田区内にある空き店舗の契約についやされた。
近年，東京への一極集中がすすむなか，各自治体は地域振興の必要に迫られ，都心部には県レベ
ルのアンテナショップが多く出店されている。しかし，県レベルではアンテナショップ出店の可
能性もあるが，首都近隣にはそうした予算もなく地域振興を願う市町村も多い。そうした市町村
の願いをかなえた店舗の一例が，千代田区の補助金をもちい，JR神田駅のガード下ふれあい通
り商店街で明治大学商学部，水野勝之教授のゼミが運営する「ふれあい神田市場」である。「ふ
れあい神田市場」では，儒恋村の野菜を中心に販売することにより，嬬恋村の地域振興に貢献す
るとともに，生鮮食品を販売する店舗のない神田地域に新鮮な嬬恋の野菜を届けることで，神田
地域の住民の利便性の向上に貢献している。また，中心市街地においてもシャッター通りといわ
れるように，商店街の荒廃が問題となっている。空き店舗を利用して学生が店を開くことは，商
店街に活気を取り戻させ，商店街再生の一役をもになっている。学生が店舗経営の実践を学ぶと
ともに，地域振興・地域連携に貢献しているこの活動は，今回の現代GPでの活動のよきお手本
となった。
　今回のプロジェクトで選定された自治体は三浦市であったが，そこには地域振興にかける地域
住民と自治体との熱き思いがあった。都心から電車で70分ほどの距離にありながら，三浦市は
地場産業としては農業や漁業の一次産品しかなく，他の近隣自治体が東京のベッドタウンとして
人口が増加しているなかで人口が減少傾向にあり，まちの活気が失われつつあった。地域振興を
願う住民は，嬬恋村が神田に地域情報を発信している店舗を明治大学商学部の水野ゼミが運営し
ていることを知り，そこを訪れ，水野教授との出会いがあった。その縁が，今回の現代GPにお
ける空き店舗事業に三浦市が選定されたいきさつであり，その背後には，そうした住民の要望に
応えようとする行政の働きがあった。
　三浦市が首都近隣にありながら，その活気を失いつつあったことは，住民の目にも，行政の目
にもあきらかであった。行政はこの状況に対処するため，新市長のもとに経営政策室や営業開発
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課をたちあげ，地域振興の推進を画策した。そこには地域を愛し，地域を誇りに思う住民と行政
の熱き思いがあった。それに応えようとする試みが，今回のプロジェクトにつながったわけであ
る。そして，このプロジェクトにあたって，三浦市役所を代表して交渉にあたり，現在でもこの
プロジェクトの店舗の責任者となっている石川博英氏との出会いも強烈なものであった。2005
年11月の冬への足音が確かなリズムを刻み始めた頃の夕刻，石川氏とはじめて面会することに
なったが，約束の時間を過ぎても石川氏は現れない。どうしているのかと思った瞬間，水野教授
の携帯が鳴り，アカデミーコモンの周辺でバイクを止める場所を探しているとのこと。数分して
ウィンドブレーカーを身に着けた石川氏が現れ，今回のプロジェクトの打ち合わせがはじまった。
　とても市役所の職員とは思えないいでたちの石川氏が，三浦市の地域振興事業として提案した
内容は，三浦市東京支店で「三浦スタイル」という生活スタイルを紹介する構想，すなわち東京
の中心部で三浦のよさを情報発信する営業店舗の開設であった。首都圏近隣にありながら，農業
と漁業という一次産業しか主たる雇用先がなく，人口が減少し活気を失いつつある三浦市が，首
都に住む人々に発信するセールスポイントは，「ロハス（Lifestyle　of　Health　and　Sustainabili－
ty）な縁側」というものであった。東京からわずか1時間強のところにありながら，三浦市に
は豊かな自然が残っている。今まで，三浦市といえぱ三浦大根や三崎のまぐろしか人々の脳裏に
思い浮かばなかったが，それは三浦市がこれらの地域ブランドのみに頼りきり，これといった地
域振興策を首都に向けて発信してこなかったからである。三浦市東京支店の役割は，大根やまぐ
ろでしか三浦を連想してこなかった首都住民に，その他の三浦市のもつ魅力を紹介し，三浦を訪
れる交流人口を増やすとともに，将来的に三浦市への定住人口の増加に結びつけるというもので
あった。計画の内容もよく検討されており，三浦市役所ならびに地元業者の対応も期待できるこ
ともあり，今回のプロジェクトで三浦市をパートナーに選定しようということになった。こうし
て暮れも押し詰まった2005年12月27日，商学部の横井勝彦教授，水野教授，そして熊澤が三
浦市役所を訪れ，吉田三浦市長，杉山助役をはじめこのプロジェクトに関与する三浦市側のスタッ
フと面談し，このプロジェクトの推進が約束されたのであった。
　翌日から実際の店舗探しがはじまったのであるが，これが手間のかかる作業であった。2005
年12月28日から翌2006年1月，2月，3月と，石川氏，水野教授，熊澤，そして熊澤ゼミの学
生は，JR神田駅周辺や東京メトロ神保町駅周辺を歩き回り，何件もの不動産会社を訪れ，実際
の物件をみてまわった。また，出店にあたり千代田区の商工振興課を訪問し，店舗の趣旨を説明，
店舗開設の折の協力を依頼した。そのなかで千代田区側から希望として述べられたことは，千代
田区でも区内における生鮮3品の店舗が減少しており，それらの既存の店舗に影響をおよぼさな
い地域に出店してもらいたい，できれば空き店舗が多く，活気を失いつつある地域で，地域住民
に歓迎されるような店舗を出店してもらいたいというものであった。アンテナショップの出店地
域としては条件の悪い場所であり，だからこそ学生によるマーケティングや経営活動に対する実
践的教育の真価が発揮されると考えられる。
　こうして足を棒にした3ヶ月の行脚の結果，千代田区鍛冶町2丁目，旧今川中学校跡地の前に
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三浦市東京支店を開設することを決定し，2006年3月にようやく賃貸契約にこぎつけた。また，
三崎のまぐろに代表される魚介類を販売する店舗にカフェも併設するという計画のため，備品の
調達や保健所の許可等にも多くの時間が費やされた。さらに，三浦市が実際にどのような地域で
あるのかを事前調査するため，商学部3年の熊澤ゼミの学生を引き連れ，3月16～17日に三浦
視察をおこなった。こうして2005年度の活動は，開店へむけ基本的な準備を整えることで終了
した。
皿　2006年度活動報告
2006年度の活動の経過は以下のとおりである。
2006年4月13日　商学部2年生教養ゼミ　ゼミ生募集　22名入室
　　　　　　　　開店へむけて店舗内改装の作業開始
　　　5月27日　現代GP広域連携シンポジウム開催　於1明治大学
　　　　　　　　三浦市から明治大学へのメッセージー「株式会社三浦市」の営業戦略と明
　　　　　　　　治大学のマーケティング教育の実践について一
　　　6月11日　2年生のゼミ学生による三浦市視察
　　　6月27日　「三浦市東京支店　なごみま鮮果」開店式
　　　7月17日　現代GP広域連携シンポジウム開催　於：三浦市民ホール
　　　　　　　　地域連携事業の可能性一三浦市東京支店事業を核として一
　　　7月31日～8月4日
　　　　　　　　「なごみま鮮果」においてスイカ・マグロ祭り開催・週間売上42万円超
　　　8月18日～20日
　　　　　　　　2年生のゼミ学生による三浦市調査
　　　8月26日　千代田区神田9町内会によるお祭り「縁起市」に参加・出張店舗開設
　　　　　　　　創作屋台コンテストにおいて優勝
8月31日
9月2日
10月15日
10月21日
10月28日
「なごみま鮮果」併設カフェNatural　Space開店
神田「技芸祭」に参加・出張店舗開設
明治大学ホームカミングデーにて出張店舗開設
明治大学社会科学研究所シンポジウム参加　於：明治大学
まちおこしと大学・地域の教育力
「なごみま鮮果」の活動と主旨を報告
神保町ブックフェアにて出張店舗開設
11月3日～5日
　　　　　明大祭にて出張店舗開設・「なごみま鮮果」の活動紹介ブースを開設
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11月25日
　　　12月2日
　　　12月30日
2007年2月1日
2月18日
3月4日
3月19日
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明治大学産学交流シンポジウム参加　於：明治大学
「なごみま鮮果」の活動と主旨を報告
商学部現代GP成果報告会にて「なごみま鮮果」の活動を報告
ゼミ生企画「千代田区近隣住民による三浦市視察ツアー」開催
三浦青年会議所市長例会参加
「なごみま鮮果」の活動と主旨を報告
東京マラソン2007にて出張店舗開設　於：日比谷公園
2007三浦国際市民マラソンにて出張店舗開設　於：三浦市
横須賀三浦地域産学公連携フォーラム参加
「なごみま鮮果」の活動と主旨を報告
　2006年度の活動は，まず今回の空き店舗事業の主力となる2年生のゼミ生の募集からはじまっ
た。4月13日の教養ゼミ生募集の日には，43名の学生が集まり，時間の関係で短い面接試問に
より22名のゼミ生を選抜した。翌週から各ゼミ生の分担を決め，実際の店舗の改装にとりかか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せんると同時に，店の名前，基本コンセプトなどが決定された。決定された店の名前は「なごみま鮮
か
果」，神田オフィース街の喧騒のなかで人々に和みの空間を演出し，三浦の旬の魚や野菜を提供
しようというコンセプトを表現している。また，ゼミ生の発案で，鮮果の鮮の字の魚片に実際の
魚のイラストをはめ込み，果の字の中心線に大根のイラストをはめ込んだロゴもできあがった。
さらに，イメージキャラクターとしての，双子の大根姉弟コンちゃん・ダイちゃん，まぐろの神
田さんなどのアイデアもだされた。店舗の改装にあたっては，材料をホームセンターで買い入れ，
ゼミ生の作業で取りつけをおこなった。
　5月27日には，明治大学において“三浦市から明治大学へのメッセージー「株式会社三浦市」
の営業戦略と明治大学のマーケティング教育の実践について一”と題する現代GP広域連携シ
ンポジウムが開催され，三浦市側から明治大学へ向けての熱いメッセージが公表された。福宮商
学部長・吉田三浦市長の挨拶につづき，木村三浦市政策経営部長による基調講演，若澤三浦市営
業開発課長による活動報告，学生による現代GPプロジェクトの研究報告がおこなわれ，最後に
三浦市役所の方々と商学部教員を含めて「地域連携をとおした三浦市の発展」についてのパネル
ディスカッションが展開された。会場からも多くの意見・質問がよせられ，シンポジウムは盛会
のなかに終了した。基調講演においては，これまで積極的に産業の誘致をおこなってこなかった
三浦市においては豊かな自然が残されており，それが自然回帰や環境問題が重視される現代にお
いては逆に強みとなること，すなわち多くの自治体の後を追って産業化をすすめるよりも，遅れ
たことによるスローライフの維持が現代社会には魅力となる「1週遅れのトップランナー」とい
う発想が展開された。また，活動報告においては，三浦市が積極的に映画やテレビの撮影現場と
して市内のロケ地を斡旋し，それに対する便宜供与を24時間365日おこなっていることが話さ
れ，生き残りをかける自治体の並々ならぬ努力が報告された。
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　このような活動のなか，6月27日に「なごみま鮮果」はようやく開店の日をむかえた。当日
は石川千代田区長，吉田三浦市長，藤田明治大学副学長，福宮明治大学商学部長をはじめ多くの
来賓の方々の出席のもと開店式がとりおこなわれ，多くの取材陣に取り囲まれた。また開店イベ
ントとして店舗に隣接する旧今川中学跡地では，三浦市の地元業者による試食会と三浦市もてな
し大使をつとめる上田正樹氏によるミニコンサートがおこなわれた。開店の日には予想以上の方々
が来店され，4日分のつもりで仕入れた商品が，開店の日1日でほとんど売り切れてしまい，当
日の深夜に再度仕入れの商品を三浦市まで取りにいくというハプニングも生じた。三浦市がプロ
ジェクト6の協力自治体として選ばれ，空き店舗の選定から店内の内装製作，販売商品の仕入れ，
開店の告知と多くの苦労を重ねてきたが，ようやくここに開店の日をむかえ，地域の人々に愛さ
れる店舗となる第一歩が踏み出されたのだ。
　こうして経営がはじまった店舗には，三浦市職員の石川氏が常駐しているが，仕入れやイベン
ト企画，広告，マーケティング活動等をすべて学生の自主性にまかせ，仕入れ業者との対応から
接客まで，出来る限り学生の責任でおこなわせるようにした。ただ，主力となる学生が2年生で
あり，かなりの必修授業をかかえていることから，店舗へ詰める日数はかなり制約されてしまっ
たことも事実であった。この問題は，次年度以降，主力となる学生が3・4年生へと移行してい
くことから解決されるであろう。
　店舗の経営が軌道に乗ったところで，今度は三浦市においてシンポジウムが開催された。現代
GP広域連携シンポジウム“地域連携事業の可能性一三浦市東京支店事業を核として一”と
題されたシンポジウムでは，5月27日におこなわれた明治大学でのシンポジウムに対して，三
浦市のシティーセールスに大学がこれまでどうかかわってきたか，そして今後どのような展開が
可能であるかについて，さまざまな意見交換がおこなわれた。福宮明治大学商学部長・吉田三浦
市長の挨拶につづき，シンポジウムの前半では，明治大学商学部助教授熊澤喜章による基調講演
「三浦市東京支店事業に期待するもの」において空き店舗事業の目的とこれまでの成果が報告さ
れ，三浦市海業公社社長の久野隆作による活動報告「食生産，食文化発信都市の責任」において
三浦市のマグロに偏重した盛衰の過程と将来への展望が語られた。その後，熊澤ゼミ学生による
「三浦市東京支店　なごみま鮮果」の開店までのいきさつが，豊富な映像をまじえて報告された。
店名から店のコンセプト・経営方針の決定，店舗内部の製作，周辺の交通量調査や住民構成など
をふまえて仕入れ・販売をおこなうなど，学生を中心とした店舗経営の実態が参加者にわかりや
すく説明された。
　シンポジウムの後半では吉田市長・久野社長に加えて明治大学商学部教授小川智由・同助教授
中川秀一の4名により「大学と地域連携の可能性」と題するパネルディスカッションがおこなわ
れた。それぞれの立場から，三浦市のまちおこしとそれへの大学の関与の可能性が語られた。今
回のシンポジウムの目的は，三浦市の方々に，これまで行政がおこなってきたことと，明治大学
がそれにどう協力してきたかをわかりやすく伝えることであった。会場は学生の報告に熱心に耳
をかたむける人々の熱気にあふれ，この事業が確実に地域と大学との連携を深めていることを実
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感した。このシンポジウムにより，学生と三浦市民のつながりがより太く強いものとなり，今後
の店舗経営に関しても，積極的に三浦市民の声が反映されることとなるであろう。大学の教育力
が地域に貢献し，地域の教育力で学生を育てるというこのプロジェクトの目的は，確実に達成さ
れつつある。
　夏休みにはいり，三浦市の魅力をさらに探索し，店舗で販売する商品の品揃えを拡充するため
に業者訪問をおこなう予定で，ゼミ生による三浦市調査を実施した。マグロや大根ばかりでなく，
三浦市が都心に住む人々に提供できる観光資源等を，ゼミ生が実際に体験し，その体験を店舗で
発信できるようにすることがひとつの目的であり，普段，電話やファックスでのやり取りでしか
接していない仕入れ業者の方々に実際に会い，製品の製造プロセスや特徴，新規に販売可能な商
品の情報を聞くことで，業者の方々との交流を深めることがもうひとつの目的であった。どの観
光業者の方々も仕入れ業者の方々も，親切にみずからの営業内容を説明いただき，予定していた
時間を大幅に超過してしまったが，実りのある調査であった。また，調査の合間に三浦市の職員
の方々や三浦市商工会議所の方々とフットサル大会を催すなど，学生と三浦市との交流を深めた。
　今年度の活動で予定外の収穫を得たものが，地域における各種イベント・シンポジウムに参加
し，出張店舗を開設したことによる地域住民との交流であった。これは「なごみま鮮果」の知名
度を高めるとともに，学生と地域の住民が一緒になってイベントを盛りあげ，自分たち学生が地
域の一員であることを認識させる効果をもった。特に「なごみま鮮果」の開店式や神田9町内会
の「縁起市」においては，三浦市の生産業者の方々の協力を得て三浦の物産が振舞われ，三浦市
の情報発信をするとともに，三浦市と千代田区との交流も深めることとなった。
　「なごみま鮮果」を開店することによって三浦市物産の販売や情報発信をおこない，千代田区
の住民に新鮮な魚や野菜を提供することで千代田区の住民の利便性を高めることを目的としては
じまったプロジェクト6は，三浦市の人々を神田に呼び寄せることで，三浦市の人々に三浦の
紹介をみずからの手でおこなっていこうという意識を芽生えさせ，地域振興の主体が自分たちに
あることを認識させた。そして，このプロジェクトの今年度最後の目的は，千代田区の住民を三
浦市に連れていき，東京近郊にこのように自然に恵まれた地域が存在することを紹介することで
三浦への観光客の流れを生み出し，やがては三浦市の定住人口を増やすことであった。
　暮れもおしつまった12月30日午前7時，38名の千代田区近隣住民と数名のゼミ学生を乗せ
たバスは，一路，三浦市をめざした。参加者はお年寄りから子供まで，さまざまな人々で構成さ
れた。当日は天気にも恵まれ，三浦海岸どっとこいセールや三崎のビッグセールで年末の買い物
をするとともに，三浦大根の収穫体験，海洋深層水の温泉体験など，三浦市の魅力を堪能しても
らい，参加者一人一人が三浦の観光大使となってもらうことをめざした。学生の緻密な計画や親
切な対応により，視察旅行は大成功をおさあた。参加者は，東京近隣の三浦市に残されている自
然に驚き，巨大な三浦大根の収穫に歓声をあげ，一日の疲れを癒す温泉に安堵した。すべての参
加者から，来年も開催してほしいとの声が聞かれ，千代田区と三浦市の交流がまた一歩深まる企
画であった。
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　この一年間の活動をつうじ，学生の行動が接着剤となり，地域と地域を結びつける道ができあ
がりつつあることが確認される。これこそまさに，学生と地域の人々との連携を重視し，「大学
の教育力」が地域社会に貢献すると同時に「地域の教育力」で学生を育てるという相互関係の実
現を目的とする商学部現代GPの理念の実践であり成果である。このプロジェクトに参加した学
生は，明治大学商学部の学生であると同時に，千代田区民となり，三浦市民となった。以下に掲
載される論文は，学生が約一年の実践活動をつうじて体験し，考えたことを述べたものに私が若
干の修正を加えたものである。表現も未熟であり，引用箇所の指摘もあいまいなところがあるが，
内容のほとんどは実体験をつうじて真摯に考えた結果であり，それなりの独創性をもつものであ
ると考えている。最後に，この貴重な一年の体験をともに苦労し，ともに喜んだ三浦市役所の石
川氏とゼミ生のみんなに感謝する。
